
いちごドリルプリント

物質の状態と平衡 名前

問1 水溶液の電気伝導性と溶解性に関する実験において、水に溶かした際に電気をほとんど通さない物質として正しいものはどれか。 （2026年

全国公立入試 類似）

1. 塩化水素 2. ショ糖 3. 塩化ナトリウム 4. 水酸化ナトリウム

問2 純物質の加熱曲線において、温度が一定となる水平な領域で起こっている現象として最も適切なものはどれか。 （2023年 全国公立入試 類似）

1. 分子間の距離が縮まり、物質の密
度が急激に増大する状態

2. 物質の熱運動が完全に停止してい
る状態

3. 分子の規則正しい配列が維持され
たまま温度が上昇する状態

4. 固体が液体へ、または液体が気体
へと変化する状態変化

問3 モル濃度に関する記述として最も適当なものを、次のうちから一つ選べ。 （2023年 全国公立入試 類似）

1. 溶媒1 Lあたりに含まれる溶質の
物質量（mol）を表した濃度

2. 溶液1 Lあたりに含まれる溶質の
物質量（mol）を表した濃度

3. 溶液1 kgあたりに含まれる溶質の
物質量（mol）を表した濃度

4. 溶媒1 kgあたりに含まれる溶質の
物質量（mol）を表した濃度

問4 理想気体の状態方程式 PV = nRT
に関する記述として最も適当なものを、次のうちから一つ選べ。ただし、Pは圧力、Vは体積、nは物質量、Rは気体定数、Tは絶対温度とする。
（2024年 全国公立入試 類似）

1. 圧力と絶対温度が一定のとき、気
体の体積は物質量に反比例する。

2. 圧力と体積が一定のとき、気体の
物質量は絶対温度に比例する。

3. 物質量と絶対温度が一定のとき、
気体の圧力は体積に反比例する。

4. 体積と物質量が一定のとき、気体
の圧力は絶対温度に反比例する。

問5 標準状態における気体の性質に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2015年 全国公立入試 類似）

1. 気体の分子量が小さいほど、同じ
質量あたりの体積は大きくなる。

2. 気体の種類によらず、1
gあたりの体積は一定である。

3. 気体の分子量が大きいほど、同じ
質量あたりの体積は大きくなる。

4. 気体の分子量が大きいほど、1
molあたりの体積は大きくなる。

問6 ある密閉容器内でエタノールを完全燃焼させた。燃焼前後の気体の状態変化について、気体の状態方程式 PV = nRT に基づく考察として最も適
当なものはどれか。ただし、燃焼前後の温度と容器の体積は一定に保たれており、生成した水はすべて気体として存在するものとする。また、
エタノールの燃焼反応式は C2H5OH(液) + 3O2(気) → 2CO2(気) + 3H2O(気) とする。 （2026年 全国公立入試 類似）

1. 反応前後で気体の総物質量は変化
しないため、容器内の圧力は変化し
ない。

2. 反応によって気体の総物質量が増
加するため、容器内の圧力は上昇す
る。

3. 反応によって気体の総物質量が減
少するため、容器内の圧力は低下す
る。

4. 反応によって気体の総物質量が増
加するため、容器内の圧力は低下す
る。

問7 固体物質が溶媒に溶ける限界の量（溶解度）と温度との関係を表した曲線を溶解度曲線と呼ぶ。溶解度曲線に関する記述として最も適当なもの
を、次のうちから一つ選べ。 （2004年 全国公立入試 類似）

1. 溶解度曲線より上の領域は、溶質
がすべて溶けきっている状態を示す
。

2. 溶解度曲線上の点は、その温度に
おいて溶質が不飽和状態にあること
を示す。

3. 溶解度は、溶媒1000 gに溶けるこ
とのできる溶質の最大質量（g）で表
される。

4. 一般に、固体の溶解度は温度が高
くなるほど大きくなる。

問8 物質が温度や圧力の変化によって固体、液体、気体の間で状態を変える現象について、気体から固体へ直接変化する過程を何と呼ぶか。 （2015年

全国公立入試 類似）

1. 蒸発 2. 昇華 3. 凝縮 4. 融解

問9 アボガドロの法則が成り立つ背景として、気体の状態方程式 PV = nRT に関する記述として最も適切なものはどれか。 （2017年 全国公立入試 類似）

1. 絶対温度が上昇すると、気体分子
の運動エネルギーは減少し、体積は
収縮する。

2. 気体の圧力は、分子の大きさのみ
に依存し、物質量には無関係である
。

3. 気体の体積は、分子の種類に依存
して決まる固有の定数である。

4. 同温・同圧下では、気体の種類に
関わらず体積は物質量に比例する。

問10 標準状態において、気体1モルが占める体積は22.4リットルである。ラヴォアジエの実験に関連し、酸化水銀(II)
2.17グラムを完全に分解して酸素を得る反応 2HgO → 2Hg + O2
を行ったとき、発生する酸素の体積として最も適切なものはどれか。ただし、酸化水銀(II)の式量は217とする。 （2025年 全国公立入試 類似）

1. 0.056リットル 2. 0.448リットル 3. 0.224リットル 4. 0.112リットル

問11 密度が1.1 g/cm^3で、質量パーセント濃度が8.0%の水酸化ナトリウム水溶液がある。この水溶液100
cm^3に含まれる水酸化ナトリウムの物質量として最も適当なものを、次のうちから一つ選べ。ただし、水酸化ナトリウムの式量を40とする。
（2009年 全国公立入試 類似）

1. 0.22 mol 2. 0.32 mol 3. 0.18 mol 4. 0.20 mol

問12 物質の熱運動に関する記述として、誤っているものを次のうちから一つ選べ。 （2020年 全国公立入試 類似）

1. 気体から液体を経ることなく直接
固体へ変化する物質は存在しない。

2. 気体分子は、一定温度であっても
個々の分子が異なる速度で不規則に
運動している。

3. 分子結晶では分子の位置はほぼ固
定されているが、分子は常温でも常
に熱運動をしている。

4. 液体では沸点以下であっても、液
面から分子が飛び出す蒸発という現
象が起こる。

問13 モル濃度に関する記述として最も適当なものを、次のうちから一つ選べ。 （2020年 全国公立入試 類似）

1. モル濃度は、溶媒1 kgあたりの溶
質の物質量で定義される。

2. 希釈によって溶液の体積を大きく
すると、溶質の物質量は減少する。

3. 溶液を加熱して溶媒を蒸発させる
と、溶液のモル濃度は小さくなる。

4. 溶液の体積が変化しても、溶質の
物質量は変化しない。

問14 純物質の沸騰に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2023年 全国公立入試 類似）

1. 分子間距離が変化せず、分子の熱
運動のみが激しくなる現象である

2. 加熱を続けても液体の温度が上昇
し続ける現象である

3. 液体の内部からも気体が発生する
現象である

4. 液体の表面からのみ気体が発生す
る現象である


